	婦人服製造業


婦人服業界は、従来からの需要縮小傾向に一服感が見られ、25年に入っても、秋冬物・春夏物が堅調に推移しているが、依然としてその水準は低い。市場の低価格志向も根強く、コスト上昇傾向のある中で、採算面の悪化が課題となっている。
　また、中国を中心とする海外からの輸入は高いレベルで継続しているが、中国では人件費の上昇や労働者確保に苦慮する企業も多く、他国との取引を模索する動きもみられる。
　一方で、ＳＰＡの展開やネット通販、独自の価値訴求等、それぞれの取組で業績の維持向上を目指している企業もあり、業界の二極化傾向は強まっている。
業界の概要

婦人服製造業界は、自ら商品を企画、生産し、小売店等に卸売するアパレルメーカーと、縫製等の加工のみを請け負う下請製造業に大きく分けられる。一般的に、アパレルメーカーは、自社で商品企画を行ない、生地や裏地、ボタンなどを商社や問屋などから仕入れ、自社工場もしくは外注活用により、裁断－縫製－プレス－検品等の工程を経て生産した製品を、百貨店や量販店、専門店等へ販売している。昨今、アパレルメーカーにおいては、自社ブランド商品として販売するメーカーだけではなく、自社企画商品を相手先ブランドとして企画、生産、販売するＯＤＭ（Original Design Manufacturing）やＯＥＭ（Original Equipment Manufacturing）を手がけるメーカーがみられる。
　婦人服は、ファッション商品としての性格が強く、流行の変化への対応が求められるため、多品種少量生産となり、在庫リスクを伴いやすい。そのためこれまでは、製品流通に多数の企業が介在し、リスクの分散を図ってきたが、近年における市場の多様化や成熟化の進展に伴い、実需や市場ニーズ情報への対応が求められる中で、大手アパレル企業を中心に、企画から生産・販売までを一貫して行うＳＰＡ（Speciality store retailer of Private label Apparel、製造小売業）事業が実施されている。また、小売事業者がオリジナル商品事業に進出したり、下請製造業者が自社企画商品事業に取り組む等の動きも増えており、これまでの製造、卸、小売の業態区分はあいまいになっている。
大阪の特徴

　婦人服は、ターゲットとする顧客層からヤング、キャリア、ミセス、シニア（シルバー）等に区分でき、価格・品質面では普及品から高級品までをボリューム、ボリュームベター、ベター、プレタ等に区分できる。大阪では、婦人服専門店や百貨店を対象としたミセスもので、ボリュームベターやベター等を取り扱う企業が多い。これらの企業の多くは、高度成長期以降の婦人既製服の普及やファッション化の進展による婦人服業界の拡大に伴い発展してきたが、バブル期以降の国内市場の成熟化の進展などから、業界規模は年々縮小している。

　平成22年における大阪の織物製成人女子・少女服製造業は、事業所数で96、従業者数で1,036人、製造品出荷額等で80億円となっており、5年前と比べ、事業所、従業者数は約5割、製造品出荷額等は３割程度に縮小しており、全国シェアも低下している（経済産業省『平成22年工業統計表（産業編）』全事業所、大阪府統計課『平成22年大阪の工業』全事業所）。品目別に都道府県のシェアをみると、大阪府は織物製成人女子・少女オーバー・レインコート、ニット製成人女子・少女用セーター・カーディガン・ベスト類は金額で全国2位の地位にある（経済産業省『平成22年工業統計表（品目編）』従業者４人以上）。

売上げは厳しいが一部に動き
　婦人服業界の全体的な動向は、市場の低価格志向が依然として強く、各社の売上げについては厳しい状況が続いている。そのような中で、平成24年は比較的堅調で、25年に入っても、厳冬であったことから秋冬物に動きがみられ、春夏物も立ち上がりは遅れたものの動きはみられる。しかし、売上げの水準はまだ低く、総じて市況は回復といえる状況にはない。
商品については、ファストファッションに代表される低価格商品が堅調となる一方で、24年末からデザインや素材にこだわった高級品にも動きがみられる。また、キャリア向けの商品の動きは依然として鈍いものの、雑貨商品などは売上げに伸びがみられるなど、市場動向には差がみられる。
　販路別にみると、百貨店では、24年は1年間を通じて横ばい基調で推移し、24年の冬から高級品を中心に動きがみられた。一方で、大阪市内では百貨店の新規出店や改装増床などの動きが続いているが、業界企業への影響はあまり聞かれなかった。
量販店・ＳＣ（ショッピングセンター）では、駅ビルやファッションビル等でブランド価値の訴求に成功し、業績が好調な店舗もあるが、基本的には大型専門店などとの競争が継続しており、特に量販店の状況は厳しい。
専門店においては、既存顧客の高齢化や店舗の後継者問題などもあり、従来の品揃型専門小売店は事業規模の縮小や店舗の閉鎖が進んでいる。ただし、一定の固定客を有している店舗では、高額でも新たな価値提案ができれば動きがあるとの話は聞かれた。
　また、近年ネット通販などに取り組む企業が増えており、現状まだ主要販路とまではなっていないが、売上げの伸びのみられる企業は多く、一つの流通形態として定着してきている。
国内生産は二極化
　生産は現状、中国をはじめとする海外生産が中心になっており、政治リスクやコスト上昇などの課題はあるものの、すでに一定の生産体制が確立されており、生産を国内に移す動きは限定的となっている。
そのような中で、国内の生産業者への発注内容は、海外では対応が困難な短納期や高い加工技術の必要なものなどが中心で、かつ価格要求も厳しいため、それに対応できる企業には受注が集中している一方で、対応が困難な企業の受注量は減少しており、国内生産業者の減少は続いている。
収益は厳しい
　消費者の購買行動は二極化しており、独自性の明確なブランド商品などの高級品に動きがみられるものの、ファストファッションに代表される低価格品の普及が進む中で、市場のコスト要求は全般に厳しい状態が続いている。一方で、海外の現地労働者の賃金上昇や為替の変動による輸入価格の上昇などもあり、コスト上昇が進む中で、採算面は一層厳しい状態となっている。
そのため、輸入国の変更や、コスト要求の厳しいＯＥＭ事業から自社ブランド事業への変更、取引先の再構築を行うなどの動きもみられるが、市場環境の変化が急激に進む中で早急な対応は難しく、当面は採算割れも覚悟しているとの意見も聞かれた。
雇用環境はやや改善
　市場環境は依然として厳しい状況にある中で、各社とも社内体制の拡大に向けて採用数を増やす動きはみられない。ただし、団塊の世代の大量退職に対する補充という形での採用の動きはみられ、また従来から定期採用を行っている企業もその動きは継続させていることから、近年の雇用環境はやや改善傾向にある。　　

そのため、業界組合の実施している新入社員研修への応募状況も近年は増加しているとの話が聞かれた。
輸入は中国を中心に高レベルにある
　婦人服の輸入高を女子用及び乳幼児用衣類の動向からみると、数量では21年、金額では22年以降は一貫して増加している。一方で、最大の輸入相手国である中国の輸入先に占めるシェアは高いレベルにあり、24年では、数量84.3％、金額78.8％に達している（財務省貿易統計）。ただし、数量では19年以降、金額でも23年以降そのシェアが低下しており、中国からの輸入に頭打ち感が出てきている。これについては、中国国内の人件費の高騰などによるコスト上昇に加え、現地での労働者確保が困難となってきていることなども要因と考えられる。
　そのため、ベトナムやタイ、インドネシア、マレーシア、インド等の新たな生産拠点の開拓を進める動きもみられるが、現地のインフラの整備や周辺加工業者の不足等の問題もあり、現在も中国との取引が中心であることには変わりはない。
今後の見通し

　この冬は気温が低かったこともあり、秋冬物は比較的堅調ではあったが、消費者の低価格志向は続いており、さらに、国内の電力料金の値上げなどのコスト上昇の傾向があることから、将来に向けて不安を口にする企業は多かった。
　一方で、株価の上昇に伴い、高額商品にも動きがみられるようになり、今年中の市場活性化に向けて期待するとの意見もあった。

そのような中で、市場ニーズに適切に対応した商品の開発提供、ＷＥＢの活用をはじめとした新たな販路開拓、社内体制の見直しによるコスト体質の改善等、経営改善に着実に取組を進めている企業は業績につなげており、市場の変化に積極的に対応していくことが一層重要となってきている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野　顕弘）
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平成17年 202(5.7) 2,062(3.8) 27,021(9.1)

18年 153(4.9) 1,742(3.5) 21,922(7.9)

19年 140(4.7) 1,813(3.8) 26,711(9.5)

20年 130(4.7) 1,374(3.2) 17,379(7.1)

21年 109(4.6) 1,146(3.0) 9,917(5.0)

22年 96(4.4) 1,036(2.9) 7,979(4.3)

資料：経済産業省『工業統計表（産業編）』、大阪府統計課『大阪の工業』各年版。

（注）4人以上事業所。（　）内は対全国シェアの％。

大阪の織物製成人女子・少女服製造業の推移
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織物製成人女子・少女用ワンピース・スーツ上衣

193,545(5.0) 1,034(4.8) ７位

織物製成人女子・少女用スカート・ズボン

322,766(2.6) 896(3.2) ８位

織物製成人女子・少女用ブラウス

40,058(9.4) 934(9.9) ４位

織物製成人女子・少女用オーバー・レインコート

23,705(6.6) 229(9.0) ２位

ニット製成人女子・少女用セーター・

カーディガン・ベスト類

396,631(24.7)6,904(17.0) ２位

資料：経済産業省『工業統計表（品目編）』

（注）１　従業者４人以上の事業所。（　）内は対全国シェアの％。

　　　２　成人女子・少女用ワンピース・スーツ上衣には、ブレザー、ジャンパー等を含む。

　　　３　ニット製成人女子・少女用セーター・カーディガン・ベスト類の数量単位はデカ。

品目別出荷数量・金額に占める大阪のシェア（平成22年）
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平成19年 48,391 44,570 92.1 692,457 565,266 81.6

20年 47,722 43,733 91.6 645,109 531,741 82.4

21年 49,128 44,500 90.6 573,602 476,680 83.1

22年 49,927 44,555 89.2 574,548 477,698 83.1

23年 51,799 44,978 86.8 624,176 507,174 81.3

24年 52,449 44,209 84.3 642,892 506,765 78.8

資料：財務省貿易統計

女子用及び乳幼児用衣類の輸入高の推移
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